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治療効果のある薬剤を利用した
リンゴモニリア病の効果的な防除法

研究のねらい
リンゴモニリア病の葉腐れに対して治療効果のある薬剤を利用した，新しい防除

体系を確立する。

研究の成果
ユニックス顆粒水和剤 1,000倍及びベフラン液剤 1,000倍は予防効果のみなら

ず，治療効果も併せ持つことから，芽出し当時から芽出し10日後の間が不順天候で，

モニリア病の多発が懸念される場合，芽出し10日後にこれらの薬剤を散布すると，

効果的な防除ができる。

ＥＢＩ剤のアンビルフロアブル 1,000倍はモニリア病の葉腐れに対してトップジ

ンＭ水和剤 1,000倍と同等の治療効果があることから，葉腐れの発生が多い園地で

は開花直前に本剤を散布することで，モニリア病と黒星病の同時防除ができる。
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第１図 治療薬剤の具体的な効果
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